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人の暮らしに関わるAI 



AIの過去 

1956年  ダートマス会議（チェス、定理証明） 
       探索、推論 

1960年～ 第一次AIブーム（単なる期待、Toy Problem） 

1970年～ 冬の時代（機械翻訳無理！基礎研究は継続） 

1980年～ 第2次AIブーム（知識の時代、 
       国プロ、産業化、AIベンチャー） 

1995年～ 再び冬の時代へ（基礎研究は継続）： 

       インターネットの時代へ 
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AIの現在 
①コンピュータの高速化 

②記憶装置の大容量化 

③ネットワーク広帯域化 

④ソフトウェアのオープン（無料）化 

に支えられ， 

ＡＩ要素技術（探索，推論，学習，知識）は進歩 

 

2010年～ 第3次AIブーム？ 

AI要素技術の進化と統合（周辺関連技術含む） 

による 特化された，でも強力なAI の登場 

 

探索型AI・知識型AI・計測型AI 
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① 探索型AI 

ＡＩがゲーム・エンターテイメント 
を変える？ 
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2012.2 
 武宮九段 vs.  

AI囲碁  Zen ハンデ戦 
 
 

明日、囲碁イベント！ 

2012.1 第1回電王戦 
 故米長元名人vs. 
ボンクラーズ 

1997 AIチェス 
カスパロフ  
vs. Deep Blue 

AIがプロに迫る&超える 

チェス 
10 120 

将棋 
10 220 

囲碁 
10 360 

※ 観測可能な宇宙（800億の銀河）の水素原子数 約１０８０ 
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北日本新聞.pdf


2013年3月23日（土）-4月20日（土） 
   第2回電王戦 （ニコニコ動画で放送） 
チーム戦（人：１勝３敗１分：コンピュータ） 

 

http://togetter.com/li/487295 
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mailto:【解説】人工知能研究の歴史とコンピュータ将棋開発 @ 第2回 将棋電王戦 第4局 塚田泰明九段 vs Puella α 
mailto:【解説】人工知能研究の歴史とコンピュータ将棋開発 @ 第2回 将棋電王戦 第4局 塚田泰明九段 vs Puella α 


チェス選手権はフリースタイルの時代へ 
PAL/CSS Freestyle Tournament 

アマチュア＋AI 

混成チームⅠ 
プロ＋AI 

AI プロ 
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Chess Metaphors:  
Artificial Intelligence and the Human Mind (1) 
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48チーム参加 
（人、コンピュータ、人＋コンピュータ） 
 
優勝：ZackSチーム 
Zackary Stephen（統計学修士，24歳，1381） 
Steven Cramton（予備校講師，28歳，1685） 
使用ソフト：Shredder 8，Fritz 8，Junior 7，
Gambit Tiger 
 
（※レーティング：初心者800, 中級者1500,   
  日本チャンピオン2300, グランドマスター    
  2500, 世界チャンピオン2800） 
 



Chess Metaphors:  
Artificial Intelligence and the Human Mind (2) 

Stephen＆Cramtonの特色 

・コンピュータチェスを深く研究し（大会前に10000試合以上）、 

それぞれのコンピュータチェスの特徴を把握している 

・彼ら自身は、タクティクス（駒取りの筋）を読む能力は高くない 

  

・Stephen＆Cramtonは、メタエンジンの役割 

・ソフトごとに局面評価関数・読み筋の選択方法に違いがあり、  

 得意とする局面が異なる。 

・攻勢局面：キングの安全性を高く評価する評価関数がよい 

 穏便局面：駒の効きを重視する評価関数がよい 

・局面に応じたソフトの使い分けが重要→メタエンジン 
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(2) 知識型AI 

ＡＩが情報サービスを変える？ 
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1966年 ELIZA （人工無能） 
• 入力文章に含まれるパターンに反応 

• 会話を理解しているように見せかける 

• 俺にはみんなが俺を笑っていることはわかっていたんだ 

    → 特に誰のことを考えていますか? 

• パターンが見つからない場合 → なぜそう思うのですか? 

• 人工無能対話はかなり限定された局面のみ有効（精神的治療で効果） 

• 今は会話ボット http://www.simsimi.com/talk.htm 
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http://www.simsimi.com/


1980年代 AIブーム（知識工学）  

ＨＰＰ：Ｈｅｕｒｉｓｔｉｃｓ Programming Project 
完全ではないがたいていの場合うまくいく知識や方法 

※ＭＹＣＩＮプロジェクト（１９７３～１９７６） 
ＭＹＣＩＮ，ＴＥＩＲＥＳＩＡＳ，ＧＵＩＤＮ，ＥＭＹＣＩＮ 

 
◎知識表現、知識利用、知識獲得→知識工学 
There is power in the knowledge ! (1977) 
by Prof. E. Feigenbaum 
 
1980年代→知識の時代へ 
エキスパートシステム，自然言語・画像・音声理解 
システム，知的教育支援システム，．．． 

  国家プロジェクト，ＡＩハード・ソフトベンダー 
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 ES （エキスパートシステム）  

ユーザ 

知識 

ベース 

知識 

獲得 

推論 

エンジン 

作業 

領域 

対話 

I/F 

説明 

機能 

 
(専門家) 
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1990年代：知識獲得ボトルネック 

知識（ルール） 

 →ESが専門家代行という過大な期待. 
 知識ベース開発のための知識獲得は大変だ！ 

 

通産省：第5世代コンピュータ(1982-1994)の失敗？ 

 →推論マシンに特化しすぎ．知識が余りにも不十分． 

 

1990年代： 大規模知識ベース，大規模辞書プロジェクト 

CYC, EDR, WordNet(フリーなので現在も広く使われる） 

でも，あまり変化しない静的知識だけ．現実には動的知識が 

多い．使えないなぁ．AIブームは完全にさめて下火へ 
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エキスパートシステム→ 
①業務SW分野でBRMSとして復活 
②KB維持できるようにPSM+オントロジーの研究へ 



ES vs. BRMS 

15 

悪構造な専門知識 外在化できる業務知識 

知識エンジニアが専門家
にインタビューし知識獲得 

業務担当者が直接編集 

スタンドアローン ドメイン特化型言語、 
コード生成によるBPMS、 
基幹システムと連携 

費用対効果が？ 既存業務システムと比較し
て、導入運用コストが低減 

専門家代行，支援 アジャイル開発（詳細設計、
実装、テストの工程短縮） 
アジャイル意思決定 



オントロジー 

• モデリングプリミティブ 

• 上位オントロジー 

• 領域 X オントロジー：領域Xにおける重要な
構成要素の定義 

• 利用目的（業務支援，コンシューマ向け）に 
依存して、オントロジーの精緻さは変わる 

• サービスとペアで考えていくべき 
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①言葉（概念） 
分類階層木 

②言葉（＝固有表現、
具体物）ネットワーク 
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Wikipediaからオントロジー（言葉階層木，言葉のネットワーク）に 
自動変換して，人工物に言葉の意味(Sense)を理解させる 
→日本語Wikipediaオントロジー 

人間には，ウィキペディアの内容（意味）
が判るけど人工物（コンピュータ，スマ
フォ，ロボット．．．）には判らない 

日本語Wikipediaオントロジー 
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http://www.wikipediaontology.org/search.php 



2003年 QA Challenge !(1) IBM PIQUANT 

• 2003～ IBM，PIQUANT プロジェクト 

(Practical Intelligent  Question Answering Technology)  

 

★閉じた問題ではなく、事前に分からないクイズに解答する 
という開いた悪構造問題に挑戦 

 

深い論理形式分析と浅い機械翻訳ベースのアプローチを統合 

この難しい問題にチェレンジするには、AI技術が未熟で、 

マシンパワーも不足して、大きな成果はあげられずに終わる。 
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2011年  QA Challenge ! (2) IBM Watson 

・IBM Deep Question Answering Project 

(ジョパディで，ワトソンがチャンピオンに挑戦して勝利） 

Open-Domain Question Answering 

PIQUANTから時代が進み，技術が成熟、マシンパワーが拡大 
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IBM Watsonの概要 

★大規模知識の獲得（100万冊，2億ページ） 
 百科事典、辞書、シソーラス、ニュース記事、著作物などを情報源。 
 自動的にコーパスを拡大。 
★徹底した質問文解析：LAT(Lexical Answer Type)と重要語抽出 
★突出した一つのAI技術ではなく，言語理解，情報検索，不確実性推論，仮説生成， 
仮説統合とランキング、機械学習，知識表現(オントロジー），構造化データなど， 
100以上の従来AI技術（20年前の技術もある）の集大成 
★精度、確信度、速度を考慮したAIインテグレーション 
★計算力：並列計算による計算パワー 
★汎用性：Jeopardy Challengeに特化していない。TREC QAにも適用して成功。 
★展開性： 医療、金融、行政、マーケティングにも適用可能 
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2011 東大ロボット 
by 情報学研究所 
明日15時からセッション 

音声アシスタント 

意味検索 知識グラフ 

2011 クイズAI 
ワトソン by IBM 
→最新医療QA 
コールセンター 

★ 知識型AIからAIサービスへ 
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(3) 計測型AI 

ＡＩが産業構造を変える？ 
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無人運転（パターン認識） 
2012年 ネバダ州免許 

2013年 カリフォルニア州免許  

掃除（計画） 
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(4) 統合型AI 

探索・知識・計測（知覚）・言語・運動 
など、様々なインテリジェンスの統合 
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オントロジーロボット 

日本語 

ウィキペディア
オントロジー 

ロボット 

キネマティクス 

オントロジー 

ロボット 

動作 

オントロジー 
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言葉と動作の連係 

マルチロボット連携 



オントロジー(知識）ロボット 
と子供達・シニア 

QA 体操教示 ロボット連携 

動画1分 動画2分 
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人と機械（AI）の協生 
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Race Against the Machine 

米国では，ここ数年， 
会計士，税理士の需要が8万人減少 
 
高度コンピュータによる大量失業時代？ 

アンドリュー・マカフィー 
MITスローン・スクール、 
デジタル・ビジネス・センター 
主任リサーチサイエンティスト 
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★生涯発達心理学からの知見 
①ガードナーの多重知能説 

②ナイサー：学校知AI と実践知PI 

言語的 
知能 

数理的 
知能 

対人的 
知能 

個人内 
知能 

音楽的 
知能 

空間的 
知能 

身体 
知能 

技術的 
（学校） 
知能 

芸術的 
知能 

人格的 
（感情） 
知能 
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②学術的知能（Academic Intelligence）だけでは現実問題に
は対処できない。実践的知能(Practical Intelligence)が必要 
 



③スタンバーグ：実践的暗黙知 

• 学術的知能（Academic Intelligence）だけでは現実問題には
対処できない 

• 実践的知能(Practical Intelligence)が必要 
→ポランニーの暗黙知(tacit dimension) 
→近接項(現実に触れる）＋遠隔項 
→コミットメント（主体が現実に関わり、 
 インタラクションする能力） 
→主体が仮説を生成し検証し、実在の新しい理解を得る 
→実践的暗黙知 
→メタコンポーネント（問題認識、問題定義、情報アクセス、 
 問題解決戦略立案、リソース割り当て、アクション、評価） 

 
※ギュッと手を握りしめて、手を開かない自閉症の子供に 
  どのように接すればいいですか？ 
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Now AI for AI(well-defined)  
and  IA for PI(ill-defined) in the Future 

 

学校知
I 

実践知 

AIが人の仕事を奪う 
機械との競争  

IAが人を支援 
機械との協生  


